
 

令和 8年 9月 浜田市議会定例会議（追加提案分）

■ 今回の補正予算は、リハビリテーションカレッジ島根に対する無利子資金の貸付

に係る事業費について調整を行うものです。

■ 補正額は次のとおりです。

（単位：千円）

会  計  名 補正前の額 補 正 額 計

一 般 会 計（第４号） 45,071,031 150,000 45,221,031

■ 補正事項は次のとおりです。

○リハビリテーションカレッジ島根に対する無利子資金の貸付に係る事業費の

調整

令和８年度 一般会計補正予算（第４号）説明資料 

１．編 成 概 要

２．予 算 規 模

３． 補 正 事 項

1



１．歳入歳出予算総括表

( 歳   入 ) 〔単位：千円〕

補正前の額 補  正  額 計

19 繰 入 金 3,440,335 150,000 3,590,335 150,000

45,071,031 150,000 45,221,031

( 歳   出 ) 〔単位：千円〕

国県支出金 地  方  債 そ  の  他

4 衛 生 費 3,308,960 150,000 3,458,960

45,071,031 150,000 45,221,031

款 説                   明

財政調整基金繰入金

歳入合計

款 補正前の額 補　正　額 計

補  正  額  の  財  源  内  訳

特   定   財   源
一般財源

150,000

歳出合計 150,000

４．一般会計補正予算（第４号）

２．事業別の補正事項

1 リハビリテーションカレッジ島根支援事業 150,000 0 0 0 150,000

【事業費】
補正前 補正額 補正後

28,208 150,000 178,208

150,000 0 0 0 150,000

リハビリテーションカレッジ島根に対し、経営の安定
化、学生の地元定着率向上及び地域の活性化を目的とす
る無利子貸付を実施する
〇貸付金　　150,000千円
　※無利子１５年償還（うち３年据置）
（詳細はＰ3の新規事業等実施に伴う説明シート参照）

※当初（274）28,208千円

地方債 その他 一般財源

衛生費 合計

4 （衛　生　費） 150,000

番号
新規

区分
事業名及び事業概要 事業費 国県支出金
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新規事業等実施に伴う説明シート

整理番号

担当部・課

①目的

②背景

③効果

④内容

⑤その他

（2）他の地方公共団体の類似する政策との比較検討 （3）提案に至る過程における市民参加の実施の有無とその内容

（4）総合振興計画との整合性 （5）財源措置・将来にわたるコスト計算　　　　　　　　　　　　　単位：千円

福祉 全体計画 8年度 9年度 10年度以降

150,000 150,000 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

150,000 150,000 0 0

その他（　　　 　　　　）

一般財源

【今後の経営方針】
　1　収益・財務改善
　　　 島根県西部の高等学校を中心とした入学者数確保の強化、中国国内での広報強化による外国人留学生
 　　の募集強化、新たな福祉系学科の設置、収益事業の創出、理事長などの報酬カットによる人件費削減
　2　学生・就職支援
　　　 著名な講師による魅力ある授業の実施、臨床実習等における人材交流、キャリアコンサルタント資格
 　　者の設置による就職支援、新規就職先の開拓、卒業生のＵターン希望者に対する就職支援強化

【支援の必要性】
　1　リハビリ人材育成機関としての役割
　　 　昨今、地域包括ケアの取組の必要性などから、医療分野だけでなく介護分野におけるリハビリ人材の
　　 需要が高まっており、ＲＣＳはリハビリ人材の育成機関として大きな役割を果たすことが期待できる。
　2　地元就職
 　　　ＲＣＳは島根県西部唯一のリハビリ系専門学校で、開校以来1,292名の卒業生のうち、就職者数は市
 　　内で65名、県西部で154名となっており、地元事業者の人材確保に繋がっている。

　市民参加の実施　（有　・　無）　
三隅地域協議会、三隅地域まちづくり会議、浜田市医師
会、石央商工会からの支援要望有

総合振興
計画上の
位置づけ

まちづくり
の大綱

Ⅱ．健康でいきいきと暮らせるまち
事業費

施策大綱 Ⅱ-1．医療体制の充実 財
源
内
訳

国県支出金

地方債（　　　 　　　　）

まち・ひと・
しごと創生総合

戦略の該当
4．地域の特性を活かした安心して暮らせるはまだづくり

（1）事業の概要・全体計画等

　リハビリテーションカレッジ島根（以下「ＲＣＳ」という。）を運営する学校法人同志舎（以下「同志舎」
という）に対し、ＲＣＳの運営に必要な資金の一部を支援し、経営の安定化・健全化を図ることで、理学療法
士等専門職の育成及び医療・福祉事業所への人材供給を持続的に実現し、学生の地元定着率を向上させるとと
もに、地域の活性化に資することを目的とする。

　同志舎の決算状況は、近年8,000万円～1億円程度の赤字が続いており、経営的に大変厳しい状況にある。そ
の最大の原因は入学者数の低迷であり、定員110名に対して毎年50名程度という低水準で推移している。同志
舎はこの現状を打開するため、外国人留学生の受け入れ等に鋭意取り組んできたものの、社会情勢等の影響も
あり、十分な成果は上がっていない。さらに、令和8年度からは国の高等教育の修学支援新制度の対象外とな
り、入学者数の確保は一層厳しくなっている。このような状況の中、同志舎は、人件費の削減等の収支改善策
に加え、著名な方を学術顧問に迎えての学校の魅力化や収益事業の創出等、経営改善に向けた取組を進めると
ともに、県西部における医療・福祉人材拠点として、地元就職者数の増加にも取り組もうとしている。

　学校経営の安定化・健全化が確保されることにより、ＲＣＳは理学療法士等専門職の育成機関として、今後
とも医療・福祉分野へ貢献し続けるとともに、市や地域にとっても学生等の居住に伴う地域活性化等の恩恵を
享受できる。

　ＲＣＳの経営が軌道に乗るまでの間、学校経営が継続され、学生が引き続き浜田市で学び続けられるよう、
経営の安定に繋がる支援として、資金の貸付を行う。
　1　貸付金名称
　 リハビリテーションカレッジ島根経営安定資金貸付金
　2　貸付内容
　 ⑴　貸付金額:150,000千円
　 ⑵　貸付方法:令和8年度に一括貸付
　 ⑶　返済方法:償還期間15年 うち据置期間3年（元金均等償還）
　 ⑷　貸付利率:無利子
　 ⑸　資金の主な使途
　　　　 学生確保対策、魅力ある学校づくりの推進、地元就職先確保対策、地域貢献活動、自主財源確保対
　　　 策等、今後の円滑な経営に必要な資金として活用

事務事業名 リハビリテーションカレッジ島根支援事業
（リハビリテーションカレッジ島根経営安定資金貸付金）

1
地域政策部　政策企画課

事業期間
単年度　・　複数年度

事業区分
新規　　　・　　　拡充

令和 8 年度 ～ 令和 8 年度　　・　終期未定 裁量・義務・政策ソフト・政策ハード・中山間地対策

≪参考≫ （単位:名、千円）

項 目 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度 令和12年度

213 195 234 267 305 342

21,914 28,208 27,328 27,500 29,700 34,100

学 生 数
入学者数 R8:46名　R9～:90名　※毎年度各学年2名の退学者を見込む

既 存 補 助 金
各補助金（入学金免除、実習費、奨学金返還免除）の合計額　
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